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1． はじめに 

 現在，膨大な構造物の高齢化が急速に進む中で，近年，国内外の鋼トラス橋において斜材の破断および崩

落事故など重大損傷が報告されている1)．したがって，既設構造物を適切かつ合理的に健全度評価(点検，診

断，対策)できる維持管理システムの構築が求められており，そのためにはできる限り実橋での劣化損傷や実

挙動に関する計測データの蓄積が重要かつ不可欠である．このような状況において，既設鋼トラス橋の格点

部の腐食データの蓄積は，格点部の性能

評価，橋梁全体系及び構成部材の耐荷性

能の適切な評価，さらには信頼性の高い

リダンダンシー解析のモデル化に繋がる．

本研究では，これまで目視観察がほとん

どであり，実態調査が行われることが少

なかった鋼トラス橋格点部の詳細な腐食

形状計測を実施した． 

2． トラス橋格点部と腐食状況 

 対象橋梁は，図１に示す昭和 37 年

に供用した鋼５径間連続トラス橋であ

る．対象とした格点部は，下流側主構

の上弦材格点部 P25d であり，撤去した

格点部のブラスト後の全体系の写真を

図 2 に示す．図中の(b)の表が下流側

(道路側)，裏が上流側(海側)である．

また，表 1に P25d の各部材諸元および材質をまとめた．なお，上弦材は板継ぎのため溶接位置で板厚が異な

っている． 

腐食は，(b)の上下流表面のリベット部および斜材とガセットプレートの境界近傍，(a)(c)の I 桁に絞り

込まれた斜材とガセットプレートのリベット接合の狭隘部の腐食が激しい． 

3． 腐食計測方法 

 計測は，図 3に示すレーザー変位計を設

置した表面粗さ計測装置を用いた2)．装置

本体,レーザー変位計の性能諸元を表 2 に

示す．本装置の計測範囲の制約(最大 1m×

1m)から，図 4に示すように６回の盛り変え

により計測した．計測は，1mmピッチで行った．部材表面の腐食の発生していない 4点を計測して基準面(H)
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を作成し，腐食表面までの距離(h)を計測して,腐食深さ(h-H)を算出した．なお，レーザー変位計での計測は

外面のみである． 

4． 腐食欠損状況 

 図 5 は，格点部の基準面からの腐食深さと上弦材腹

板の残存板厚を示したものである．(a)は上弦材表面を

基準面にした格点部全体の腐食深さのコンター図であ

る．ガセットプレートは，リベット頭，その周りに激

しい腐食が見られるが，その領域以外では腐食は極め

て少ない．(b)は，上弦材腹板の高さ方向の測定点の平

均腐食深さと部材長の関係図である．板継ぎ箇所の最

大腐食深さは2.41mmであるが，平均腐食深さは0.26mm

となった．なお，(a)(b)の弦材に凸部分(緑色)が見ら

れるが，これは横構取付位置の変形および計測装置の

盛り変え設置時の誤差などの影響と考えられる．(c)

は，上弦材腹板の裏面が腐食していないことを確認し

た上で表面からの計測で算出した残存板厚を示したも

のである．板継ぎ箇所の 2000mm 付近で板厚が大きく変

化している．表 3は，腹板の平均残存板厚と標準偏差

をまとめたものである．腹板の板厚欠損は極めて少な

い． 

図 6 は，ガセットプレートとの境界付近の斜材表面の

腐食深さを表したものである．(a)から斜材とガセットプ

レートの境界部および斜材縁端部に腐食が激しいことが確認できる．そこで，

10mmの位置の斜材の腐食深さを上流側と下流側の4箇所についてまとめたのが

(b)である．図中の横軸は，(a)の左端 S=0 の位置からの距離である．腐食深さ

は，最大 7mm あり，上流側⑤を除いて斜材の縁端部から約 160mm の範囲で腐食

が大きい．なお，上流側③，⑤は各々S=200～280，S=10～100mm の範囲で正の

腐食深さとなり，斜材境界部が反っている

5． まとめ 

表 3 上弦材腹板の平均残存板厚と標準偏差
健全部材の板厚to(mm) 平均残存板厚ta(mm) 標準偏差v

下流側① 10.00 9.8907 0.5250
下流側②、④、⑥ 12.00 11.8440 0.6703

ガセットプレートの縁から

． 

より撤去された実橋の格点

部

腐食劣化に

の腐食形状計測を行った結果，(1)斜材

とガセットプレートのリベット頭部およ

びリベット周りのドーナツ状の腐食，(2)

斜材とガセットプレートの境界部や斜材

縁端部の激しい腐食，(3)目視のみである

が格点部の狭隘な内部の接合部の激しい腐食が明らかになった．なお，上弦材および斜材の一般部には，腐

食はほとんど見られない． 
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